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昭
和
14
年
２
月
11
日
、
公
会
堂
で
開
か

れ
た
池
田
町
会
は
賛
成
多
数
で
市
制
施
行

豊
か
、
人
情
こ
ま
や
か
な
歴
史
と
伝
統
の

中
に
と
け
こ
ん
で
来
た
北
摂
一
の
古
邑

こ
ゆ
う

」

「
東
西
は
狭
く
三
・
八
二
誅
、
南
北
へ
長

く
一
〇
・
二
八
誅
、
一
八
・
〇
〇
三
平
方

誅
の
地
に
七
千
七
十
二
世
帯
、
三
万
五
千

三
百
五
十
五
人
の
市
民
」「
最
近
三
ヶ
年

間
に
四
百
十
四
世
帯
、
三
千
八
百
九
十
八

名
の
増
加
を
示
し
、
建
設
中
の
上
水
道
完

成
に
伴
ふ
工
場
の
建
設
と
住
宅
の
増
加
と

に
よ
り
移
住
者
は
ぐ
ん
ぐ
ん
殖
え
る
ば
か

り
」
と
本
市
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

折
し
も
中
国
大
陸
で
の
戦
い
が
長
期
化

し
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
４
年
前
の
町
村

合
併
時
に
舞
踊
、
漫
才
な
ど
の
余
興
大
会

や
運
動
会
な
ど
が
３
日
間
に
わ
た
っ
て
催

さ
れ
た
の
と
比
べ
る
と
、
祝
賀
行
事
は
随

分
簡
素
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
４
月
29
日
は
祝
賀
ア
ー
チ
で
飾
ら
れ

た
公
会
堂
を
会
場
に
し
て
、
記
念
式
典
、

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
各
小
学

校
の
児
童
と
宣
真
高
等
女
学
校
（
現
宣
真

高
等
学
校
）、
池
田
技
芸
女
学
校
（
現
府

立
渋
谷
高
校
）
の
生
徒
約
６
０
０
０
人
が

小
旗
を
振
っ
て
の
祝
賀
行
進
が
公
会
堂
ま

で
続
き
ま
し
た
。
１
０
０
０
枚
の
祝
賀
ポ

ス
タ
ー
が
各
所
に
貼
ら
れ
、
上
空
で
は
飛

行
機
が
祝
賀
乱
舞
の
飛
行
に
、
黄
・
赤
・

青
色
の
ビ
ラ
３
万
枚
散
布
な
ど
、
こ
の
日

一
日
、
本
市
は
祝
賀
ム
ー
ド
一
色
と
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

の
上
申
を
可
決
し
、
25
日
に
は
上
申
書
を

大
阪
府
を
通
じ
内
務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

４
月
７
日
に
内
務
省
地
方
局
の
視
察
を
受

け
、
12
日
に
は
内
務
大
臣
か
ら
、「
町
を

廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
池
田
市
を
置

か
ん
と
す
。よ
っ
て
町
会
の
意
見
を
諮と

う
」

と
い
う
諮
問
書
が
大
阪
府
参
事
会
と
池
田

町
会
に
送
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
会
は

全
会
一
致
で
賛
成
の
答
申
書
を
可
決
し
、

即
座
に
大
阪
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
大
阪

府
で
は
参
事
会
の
可
決
後
、
知
事
名
で
内

務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
昭
和
10
年
の
池
田
町
・
細

河
村
・
秦
野
村
・
北
豊
島
村
一
町
三
村
合

併
か
ら
４
年
目
に
し
て
、
池
田
市
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
府
内
で

は
大
阪
市
、
堺
市
、
岸
和
田
市
、
豊
中
市
、

布
施
市
（
現
東
大
阪
市
）
に
続
く
６
番
目
、

全
国
で
は
49
番
目
の
市
制
施
行
で
し
た
。

市
行
政
の
中
心
と
な
る
市
役
所
は
、
町
役

場
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
正
面
入

り
口
の
看
板
は
、「
池
田
市
役
所
」
と
付

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
14
年
４
月
28

日
付
に
は
「
池
田
町
よ
！
さ
ら
ば
　
き
の

ふ
感
慨
の
廃
町
式
挙
行
」、
翌
29
日
付
に

は
、「
わ
れ
ら
の
池
田
市
け
ふ
誕
生
」
と

写
真
入
り
で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
５
・

６
・
７
面
に
わ
た
っ
て
大
特
集
が
組
ま
れ

ま
し
た
。

「
眼
に
し
み
る
や
う
な
緑
の
田
園
と
清

ら
か
な
水
に
囲
ま
れ
た
気
候
温
和
、
地
味

戦
時
下
の
祝
賀
行
事

け
ふ
誕
生

市史編纂だより
さん

灣

池
田
市
の
誕
生

町
か
ら
市
へ

【ギャラリーいけだ】
蘆小林良子・内田千代美二人展
　「花と葉っぱのコラボレーション」
蘆第50回池田市美術展
蘆慶野ことりexhibition（陶芸）
蘆和服地ドレス展（佐谷敬子）

4/1貉～6豺

4/12豸～18貍
4/22貉～27豺
4/29豢～5/4豢

4/1貉～6豺
4/1貉～6豺

4/12豸～18貍
4/22貉～27豺
4/29豢～5/4豢
4/29豢～5/4豢

【ギャルリVEGA】
蘆咲・フローレット「粘土クラフト展」
蘆近藤雄士「木の家具展」
蘆第50回池田市美術展
蘆糸で綴る色彩と線の美刺繍展（石田澄江）
蘆手作り「三人展」はなみずき
蘆刻書展（桑名伸一）

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで。市美術展は18：00までで、最
終日は15：00まで）
【休館日】火曜日（4/14は開館）
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

▲池田市役所の看板の揮毫（戸田洋氏提供）

今
年
は
池
田
市
市
制
施
行
70
周
年
に
当

た
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
今
か
ら
70

年
前
の
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
池
田
市
誕
生
の
歩
み

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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屋
根
や
柵
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

復
元
し
た
石
室
に
は
当
時
池
田
中
学
校

地
歴
部
の
顧
問
だ
っ
た
橘
髙
和
明
さ
ん
の

指
導
で
、
作
成
さ
れ
た
陶
棺
の
レ
プ
リ
カ

を
設
置
し
、
出
土
状
況
を
一
般
に
公
開
し

ま
し
た
。

　

陶
棺
の
ふ
た
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

棺
身
の
形
態
や
周
辺
の
出
土
例
か
ら
四
注

家
形
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

棺
身
の
前
後
に
は
径
５
㌢
の
穴
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
形
か
ら
穴
に
は
蓋
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
48
年
の
発
掘
当
時
、

現
地
の
調
査
員
た
ち
の
話
題
と
な
っ
た
の

が
、「
古
事
記
」
の
死
と
再
生
を
象
徴
し
て

い
る
と
さ
れ
る
「
天
の
石
屋
戸
」
の
物
語

と
関
連
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
窯
で
大

き
な
陶
棺
を
焼
成
す
る
時
の
た
め
の
穴
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
論
争
は
夜
ま

で
続
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
こ
の
穴
の
用

途
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
（
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
富
田
好
久
）

 

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂
（
☎

７
５
３
・
２
９
０
４
）

そ
の
分
布
は
岡
山
県
か
ら
兵
庫
県
に
か
け

て
集
中
し
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
奈
良
県

で
も
数
例
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

形
式
は
亀
甲
形
、
四
注
家
形
、
切
妻
家
形

な
ど
が
あ
り
、
大
阪
府
か
ら
兵
庫
県
東
部

で
は
主
に
四
注
家
形
が
見
ら
れ
、
池
田
の

周
辺
で
は
豊
中
市
太
鼓
塚
古
墳
群
、
宝
塚

市
平
井
古
墳
群
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
ご
ろ
、
五
月
ヶ

丘
古
墳
の
付
近
一
帯
は
柿
畑
で
し
た
。
施

肥
の
作
業
中
、
石
室
と
陶
棺
が
発
見
さ
れ
、

驚
い
た
地
主
は
市
教
育
委
員
会
と
相
談
し

て
、
埋
め
戻
し
て
現
状
保
存
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

昭
和
48
年
、
不
動
産
業
者
が
こ
の
地
を
開
発

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
大
阪

府
と
池
田
市
の
両
教
育
委
員
会
が
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
７
世
紀

に
築
造
さ
れ
た
径
約
８
㍍
の
小
円
墳
で
、

陶
棺
を
安
置
し
た
無
袖
式
の
横
穴
式
石
室

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
室
内
か
ら
は
須
恵
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

陶
棺
と
須
恵
器
は
復
元
し
て
五
月
山
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
（
現
在
は
歴
史
民
俗
資

料
館
）
に
展
示
し
、
石
室
は
現
地
に
埋
め

戻
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
は
当
時

の
現
地
説
明
会
の
も
の
で
す
。

　

昭
和
53
年
、
歴
史
民
俗
資
料
館
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
８
月
か
ら
復

元
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
欠
損
し
て
い

た
石
室
は
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

辰
巳
良
一
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
復
元
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、封
土
の
一
部
も
整
備
さ
れ
、

　

五
月
ヶ
丘
古
墳
は
五
月
丘
１
丁
目
、
歴

史
民
俗
資
料
館
の
東
隣
り
に
あ
り
ま
す
。

復
元
さ
れ
、
現
在
、
保
存
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、『
新
修
池
田
市
史
』
第
１

巻
に
も
掲
載
し
た
こ
の
古
墳
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

考
古
学
会
で
、
古
墳
の
中
に
陶
棺
が
安

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）

ご
ろ
か
ら
で
す
。

　

陶
棺
は
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
に
、
古

墳
や
横
穴
墓
に
用
い
ら
れ
た
土
製
の
棺

ひ
つ
ぎ
で
、

古
墳
発
見
の
契
機

陶
棺
と
は

市史編纂だより
さん

52

五
月
ヶ
丘
古
墳
の
陶
棺▲昭和48年の現地説明会

陶
棺
の
穴
の
謎

【ギャラリーいけだ】
●和服地ドレス展（佐谷敬子）
●大江山から木と織布のしつらえ展（大野博史）
●山本太郎作陶展
●櫻井聡絵画展
●たちおか帽子「墨絵」展

～5/4㈷
5/6㉁～11㈪
5/13㈬～18㈪
5/20㈬～25㈪
5/27㈬～6/1㈪

～5/4㈷
～5/4㈷

5/6㉁～11㈪
5/6㉁～11㈪
5/13㈬～18㈪
5/20㈬～25㈪
5/27㈬～6/1㈪

【ギャルリVEGA】
●手作り「三人展」はなみずき
●刻書展（桑名伸一）
●とんぼ玉・ランプ・ガラスアクセサリー展（賀内太一）
●手作り二人作品展（石川栄子・東浦紀子）
●桜島と椿展（塩屋信敏）
●ザ・スペース小品展
●遊・織・染・色

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

▲陶棺の前後にある穴
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ツ
で
あ
っ
た
時
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
間
、
数
々
の
作
り
物
が

作
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
写
真
が
残

さ
れ
て
い
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
す
。

も
し
、
作
り
物
の
写
真
を
お
持
ち
で
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

　
『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
５
巻
４
５
０
０
円
、

第
３
巻
（
近
代
編
）
は
近
日
発
売
予
定
。
第

４
巻
（
現
代
編
）
は
編
纂
中
。

　

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

物
に
関
す
る
記
載
は
享
保
初
年
（
１
７
１

６
年
）
ご
ろ
の
『
摂
津
池
田
名
所
記
』
が

初
見
で
、
戦
前
ま
で
各
町
ご
と
に
競
っ
て

作
り
物
を
出
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
し

か
し
、
戦
後
に
な
る
と
次
第
に
下
火
に
な

り
、
昭
和
48
年
を
最
後
に
作
り
物
は
出
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
題
材
に
つ
い
て
は
『
伊
居
太
神
社

日
記
』（『
池
田
市
史
』
史
料
編
②
）
宝
暦

９
年
（
１
７
５
９
）
の
記
録
に
は
、
北
ノ

口
に
舟
、
新
町
に
鷲
、
西
ノ
口
に
鞍
馬
天
狗
、

西
本
町
に
は
京
唐
獅
子
、
ま
た
、
宝
暦
14

年
の
記
録
に
は
新
材
木
町
に
城
、
田
中
町

に
熊
谷
直
実
・
平
敦
盛
が
出
さ
れ
た
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代
は
下
り
、
昭
和

３
年
（
１
９
２
８
）
大
阪
毎
日
新
聞
の
作

り
物
に
関
す
る
記
事
に
は
「
お
半
長
右
衛

門
」「
壷
阪
」「
乃
木
将
軍
」
の
名
が
み
え

ま
す
。
ま
た
、地
元
の
方
の
お
話
で
は
『
四

谷
怪
談
』
な
ど
幽
霊
が
流
行
し
た
時
期
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
作
り
物
と
は
人
目
に
付

く
物
事
や
物
語
の
場
面
、
当
時
の
流
行
、

著
名
人
な
ど
を
題
材
に
し
た
作
品
で
す
。

祭
り
の
日
、
人
々
の
気
持
ち
を
沸
き
立
た

せ
、
日
常
の
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
効
果
を

も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

写
真
の
作
り
物
は
、
昭
和
36
年
、
本
町

中
央
会
で
特
選
に
な
っ
た
作
品
で
す
。
題

材
は
商
店
連
合
会
野
球
大
会
で
、
写
真
を

趣
味
に
さ
れ
て
い
た
方
の
ア
ル
バ
ム
に
唯

一
保
存
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
大
変
貴
重

な
一
枚
で
す
。
野
球
が
最
も
人
気
ス
ポ
ー

　

今
年
も
８
月
24
日
、
池
田
の
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
愛
宕
火
（
が
ん
が
ら
火
）
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
城
山
町
や
建

石
町
を
は
じ
め
と
す
る
祭
礼
関
係
の
方
々

は
、
伝
統
の
祭
礼
を
守
り
伝
え
る
た
め
、

暑
い
な
か
、
た
い
ま
つ
づ
く
り
な
ど
の
準

備
で
大
変
忙
し
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
愛
宕
火
が
行
わ
れ
る
旧
暦

７
月
24
日
と
そ
の
前
後
両
日
は
、
愛
宕
山

（
五
月
山
）
で
献
灯
と
相
撲
興
行
、
町
中

で
は
神
さ
ま
を
喜
ば
す
風
流
（
芸
能
・
造

作
）
と
し
て
だ
ん
じ
り
の
え
い
航
、
踊
り
、

店
先
で
は
作
り
物
が
出
さ
れ
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。
こ
の
時
代
、
大
た
い
ま

つ
の
巡
行
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
日
常
か
ら
解
き
放

た
れ
た
「
晴
れ
」
の
と
き
、
池
田
の
人
々

は
胸
を
躍
ら
せ
、
周
辺
の
町
や
村
か
ら
も

多
く
の
人
々
が
池
田
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
店
先
に
出
さ
れ
た
作
り
物

と
は
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
作
り

作
り
物
の
写
真

町
中
の
に
ぎ
わ
い

市史編纂だより
さん
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愛
宕
火
と
作
り
物

【ギャラリーいけだ】
●山本多恵子作品展
●はるこ・たかこの２人展
●第４回野村素生油彩画展〝一足早い夏祭り″
●新水墨画若狭若州個展「四季の詩」
●奥畑司油彩展

7/1㈬～6㈪
7/8㈬～13㈪
7/15㈬～20㈷
７/22㈬～27㈪
7/29㈬～8/3㈪

7/1㈬～6㈪
7/8㈬～13㈪
7/15㈬～20㈷
７/22㈬～27㈪

７/22㈬～27㈪
7/29㈬～8/3㈪

【ギャルリVEGA】
●「四季の会」彩咲展
●現代精鋭作家展
●第９回ACF川西写真展
●とんぼ玉・ランプ・ガラスアクセサリー展（賀内太一）
●池田市制施行70周年記念事業（21ページ参照）
　「芸能人サイン色紙展覧会」～名前当てクイズ～
●村上佳子作品展「ゆかいな動物たち」

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

作
り
物
と
は
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の
範
囲
で
次
々
と

瓦
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
数
回

に
わ
た
る
調
査
の

結
果
、
７
・
８
世

紀
の
白
鳳
〜
天
平

時
代
の
古
瓦
が
約

50
点
採
集
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て

こ
の
場
所
に
古
代

寺
院
「
石
積
寺
」

と
思
わ
れ
る
寺
院
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
（
遺
跡
名
は
「
石
積
廃
寺
」）。

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
５
世
紀
ご
ろ

の
猪
名
川
流
域
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、

猪
名
県
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
７
世
紀

代
に
な
る
と
、
猪
名
県
は
四
つ
の
氏
族
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
池
田
を
中
心
に
支

配
し
て
い
た
秦
氏
と
推
定
さ
れ
、
石
積
寺

が
そ
の
秦
氏
の
氏
寺
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
ま
で
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
石
積
寺
の
構
造
や
遺
物
の

詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
、

そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
富
田
好
久

　

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

　

そ
の
後
、『
摂
津
伊
丹
廃
寺
跡
』（
昭
和

41
年
伊
丹
市
教
育
委
員
会
刊
行
）
に
「
池

田
市
畑
の
石
澄
千
軒
と
い
わ
れ
る
地
域
に

古
瓦
が
出
土
し
、
そ
の
平
瓦
の
凸
面
の
叩

き
目
が
大
柄
の
格
子
文
で
、
伊
丹
廃
寺
の

格
子
目
、
叩
き
平
瓦
と
酷
似
し
て
い
る
と
、

藤
沢
一
夫
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
岩

瀬
研
究
室
の
瓦
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、『
池
田
市
史
』
史
料
編
①
に
、

某
氏
の
戦
前
の
メ
モ
と
し
て
、「
大
字
東
畑
、

石
澄
滝
の
入
口
、
畑
温
泉
よ
り
上
手
に
当

り
、
林
地
に
至
る
間
際
の
開
墾
畑
か
ら
古

代
の
平
瓦
片
及
び
須
恵
器
の
破
片
等
出
づ
。

平
瓦
の
文
様
は
、
菱
格
子
と
蓆
文
で
裏
に

布
目
が
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
録

と
岩
瀬
研
究
室
の
瓦
か
ら
畑
に
古
代
の
寺

院
跡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
す
。

　

さ
ら
に
昭
和
55
年
に
な
っ
て
、
岩
瀬
研

究
室
の
瓦
が
、
渋
谷
の
吉
田
勇
氏
（
元
池

田
市
文
化
財
専
門
委
員
）
が
昭
和
７
年
ご

ろ
石
澄
滝
か
ら
帰
る
途
中
に
採
集
し
た
瓦

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
同
年
12
月
28
日
、
私
は
当
時
勤

め
て
い
た
渋
谷
高
校
地
歴
部
の
生
徒
を
引

率
し
、
吉
田
氏
の
案
内
で
現
地
へ
向
か
い

ま
し
た
。
竹
や
ぶ
や
旧
道
が
な
く
な
り
、

一
帯
は
住
宅
地
に
様
変
わ
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
丹
念
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

溝
の
中
か
ら
１
枚
の
古
瓦
を
生
徒
が
発
見
、

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
約
１
０
０
平
方
㍍

　

五
月
山
の
ふ
も
と
に
古
代
寺
院
が
あ
っ

た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

こ
の
古
代
寺
院
「
発
見
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
48
年
３
月
の
こ
と
、
大
阪
教
育
大

学
岩
瀬
昌
登
教
授
の
研
究
室
が
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
、
私
に
考
古
学
に
関
す
る
資

料
が
あ
る
の
で
調
査
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
研
究
室
に
出
向
く
と
、
陳
列
ケ
ー

ス
の
隅
に
、
丸
瓦
、
平
瓦
の
破
片
が
数
点

あ
り
、
こ
の
瓦
の
裏
に
は
「
石
積
瀧
入
り

口
に
て
採
集
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

石
積
寺
と
秦
氏

古
瓦
に
関
す
る
記
録

市史編纂だより
さん
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謎
の
石
積
寺

【ギャラリーいけだ】
●奥畑司油彩展
●祐紀油彩画展
●中村幸枝作品展
●万島澄恵個展
●－ヒマラヤ紀行パート２－ 足立勇 水彩画展

～8/3㈪
8/5㈬～10㈪
8/12㈬～17㈪
8/19㈬～24㈪

8/26㈬～8/31㈪

～8/3㈪
8/5㈬～10㈪
8/12㈬～17㈪
8/12㈬～17㈪
8/19㈬～24㈪

8/26㈬～8/31㈪

【ギャルリVEGA】
●村上佳子作品展「ゆかいな動物たち」
●さむの会展
●手作り三人展～はなみづき～
●大阪大学美術部夏部展
●川辺浩個展
●第10回多賀保惠油彩展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

白
鳳
天
平
時
代
の
瓦
発
見

石積寺跡遠景（中央竹薮付近）

伊丹廃寺軒瓦 伊丹廃寺 石積寺

平瓦凸面叩き目の比較図



20

【ギャラリーいけだ】
●森田文子個展
●作陶展及び墨彩画小品（多田節子）
●白井武志水彩画展
●山本忠個展
●角田郁夫四季彩画展

9/2㈬～7㈪
9/9㈬～14㈪
9/16㈬～21㈷
9/23㈷～28㈪

9/30㈬～10/5㈪

9/2㈬～7㈪
9/9㈬～14㈪

9/16㈬～21㈷
9/23㈷～28㈪

9/30㈬～10/5㈪

【ギャルリVEGA】
●第９回グループ“ 翔 ”展
●“ 老いをあそぶ ”二人展
  （小出鈴三・小出博子）
●グループ“ 創 ”展
●第９回深山会会員展
●今井画塾Delta展vol.Ⅶ

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
池
田
の
歴
史

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
『
新
修
池
田

市
史
』
第
３
巻
（
近
代
編
）
を
刊
行
し
ま
し

た
。
第
３
巻
（
近
代
編
）
で
は
明
治
維
新
か

ら
太
平
洋
戦
争
の
終
わ
り
ま
で
の
池
田
の
歴

史
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

   

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
支
配

の
あ
り
方
の
著
し
い
転
換
や
交
通
革
命
が
起

こ
る
中
で
、
江
戸
時
代
に
大
い
に
栄
え
た
酒

造
業
や
問
屋
業
な
ど
の
苦
闘
、
そ
し
て
商
業

都
市
か
ら
住
宅
・
文
教
都
市
へ
の
変
ぼ
う
な

ど
、
現
在
の
本
市
の
姿
を
決
定
付
け
る
大
き

な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
る
と
合
併
池
田
町
の
誕
生
や
市

制
施
行
、
水
道
整
備
な
ど
、
ま
ち
の
基
盤
が

次
々
と
整
え
ら
れ
て
い
く
一
方
、
戦
争
へ
と

突
入
し
て
い
く
大
き
な
う
ね
り
に
よ
っ
て
、

池
田
は
再
び
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
激
動
の
時
代
下
で
の
市
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
、
さ
ら
に
伝
統
文
化
の
継
承
と
新

し
い
文
化
の
創
造
な
ど
豊
富
な
史
料
を
も
と

に
、
近
代
池
田
の
歴
史
を
満
載
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
未
公
開
写
真
や
表
・
図
版
も
織

り
交
ぜ
ま
し
た
。
第
３
巻
（
近
代
編
）
の
刊

行
に
よ
り
、
既
刊
の
第
１
巻
（
地
理
・
考
古

・
古
代
・
中
世
編
）、
第
２
巻
（
近
世
編
）、
第

５
巻
（
民
俗
編
）
と
合
わ
せ
て
、
終
戦
ま
で

の
歴
史
を
通
観
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
場
所
＝
社
会
教
育
課
、
中
央
公
民
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
市
史
編
纂
事
務
室

（
旧
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
）、
市
民
文
化

会
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、
㈶
い
け
だ
市

民
文
化
振
興
財
団
、
耕
文
堂
書
店
、
甲
川
正

文
堂
、
ブ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
池
田
店
な
ど

　

販
売
価
格
＝
第
１
巻
３
５
０
０
円
、
第
２
巻

４
２
０
０
円
、第
３
巻
５
４
０
０
円
（
新
刊
）、

第
４
巻
（
編
纂
中
）、
第
５
巻
４
５
０
０
円

　

問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課
市
史
編
纂
（
☎

７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
池
田
市
史
に
つ
い
て
は
図
書
館
、
石
橋
プ

ラ
ザ
、
市
役
所
２
階
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

『新修池田市史』
第３巻（近代編）
～池田の歴史をお手元に～

刊行祝祝

複葉機から写した池田町（昭和 3・4年ごろ）

箕面有馬電気軌道の線路工事（明治 42年ごろ）

★
池
田
市
史
の
販
売
状
況
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吉
田
町
埋
蔵
銭
の

時
代
の
１
文
は
、

お
お
む
ね
１
３
０

〜
１
５
０
円
に
な

る
よ
う
で
す
。
室

町
時
代
後
期
か
ら

安
土
桃
山
時
代
の

こ
と
で
す
が
、
か

わ
ら
け
１
枚
１
文
、

旅
籠
代
１
泊
２
食

付
で
24
文
、
大
工

仕
事
の
日
当
１
０

０
文
、
戦
で
敵
に
捕
ら
れ
た
人
質
身
代
金

２
貫
文
、
と
い
う
の
が
史
料
か
ら
う
か
が

え
ま
す
。

　
多
量
の
銭
を
埋
納
す
る
事
例
は
、
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
後
期
ま
で
全
国
各
地

に
あ
り
ま
す
。
近
隣
で
も
能
勢
町
山
内
で

１
万
１
０
０
０
枚
、
宝
塚
市
堂
坂
で
は
古

丹
波
焼
の
つ
ぼ
７
個
に
20
万
枚
、
西
宮
市

石
在
町
で
は
２
万
枚
出
土
し
た
と
い
う
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
銭
を
埋
納
す
る
理
由
と
し
て
は
、
有
事

に
備
え
必
要
時
に
掘
り
出
し
て
使
用
す
る

と
い
う
備
蓄
説
、
祈
願
や
奉
納
を
目
的
と

し
た
祭さ

い
し祀
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
で

も
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
富
田
好
久

　
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
『
新
修
池
田
市
史
』
発
売
中
で
す
。

宋
銭
や
明
銭
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
数
は
合
計
で
何
と
１
万
８
３
１
７
枚
も

あ
り
ま
し
た
。
最
も
新
し
い
鋳
造
年
を
示

す
銭
は
明
代
の
１
４
２
６
〜
３
５
年
の
年

号
を
持
つ
「
宣
徳
通
宝
」
で
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
埋
納
さ
れ
た
の
は
室
町
時
代
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、

貨
幣
経
済
の
浸
透
に
よ
り
、
も
っ
ぱ
ら
中

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
銭
が
使
用
さ
れ
て
お

り
（
日
本
で
作
っ
た
私
鋳
銭
も
出
回
っ
て

い
ま
し
た
が
）、
こ
の
こ
と
と
も
整
合
し
ま

す
。

　
出
土
し
た
銭
を
よ
く
見
る
と
、
そ
の
穴

に
ワ
ラ
を
通
し
て
結
ば
れ
た
状
態
に
な
っ

て
お
り
、「

銭
」
の
ま
ま
で
埋
納
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
銭
は
１
枚
、

２
枚
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
高
額
の
取
り
引
き
に
な
る
と
、

数
十
枚
の
銭
に
ひ
も
を
通
し
て
ひ
と
く
く

り
に
し
た
「

銭
」
と
し
て
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
銭
の
単
位
は
１
枚
で
１
文
、
１
０
０
枚

で
10
疋ぴ

き

、
１
０
０
０
枚
で
１
貫
で
し
た
が
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
で
は
97
枚
、
江

戸
時
代
で
は
96
枚
を
「

銭
」
に
し
て
10

疋
と
す
る
こ
と
が
慣
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
「
省

せ
い
ひ
ゃ
く
ほ
う

百
法
」
と
い
い
、こ
の
「
省
百
法
」

は
、
奈
良
時
代
の
銭
貨
「
和
同
開
珎
」
の

時
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
換
算
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
、
現
在
の
貨
幣
価
値
に
置
き
換
え
る
と
、

　
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
４
月
２
日
、
池

田
市
土
木
課
（
当
時
）
が
吉
田
町
３
１
０
番

地
で
市
道
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

地
中
か
ら
大
量
の
古
銭
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
報
を
教
育
委
員
会
か
ら
受
け
た
私
は
、

大
急
ぎ
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
現
地
に
行
く
と
、
地
表
面
か
ら
深
さ
60

㌢
の
と
こ
ろ
で
、
長
さ
40
㌢
、
幅
・
高
さ

と
も
25
㌢
の
木
箱
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
中
に
古
銭
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
木
箱
の
上
に
は
半
切
し
た
石
で

ふ
た
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
納
め
ら
れ
た
古
銭
は
当
時
の
中
国
で
作

ら
れ
た
北
宋
銭
が
最
も
多
く
、
後
代
の
南

な
ぜ
銭
を
埋
め
た
の
か

古
銭
出
土
の
状
況

市史編纂だより
さん

54

吉
田
町
の
埋
納
銭

【ギャラリーいけだ】
●角田郁夫四季彩画展
●粟田尚子陶展
●小川温子銅版画と水彩画展
●「ヨーロッパの光と陰」松浦敏夫銅版画展
●片岡宏幹金工展

～10/5㈪
10/7㈬～12㈷
10/14㈬～19㈪
10/21㈬～26㈪

10/28㈬～11/9㈪

～10/5㈪
10/7㈬～12㈷
10/14㈬～19㈪
10/21㈬～26㈪

10/28㈬～11/9㈪

【ギャルリVEGA】
●今井画塾Delta展vol.Ⅶ
●お・こ・ま・ひ展
●第32回彩赤会展
●安食槇太郎新作展
●北摂春秋江原和足展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日（11/3は除く）
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

銭
の
使
用
法

復
元
さ
れ
た
古
銭
埋
納
の
状
況

開元通宝（唐銭） 永楽通宝（明銭）

さ
し
ぜ
に
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鉢
塚
古
墳
上
の
経
塚
は
経
典
こ
そ
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
緒
に
埋
納
さ

れ
た
遺
物
は
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
人
々
の
信
仰
を
考
え
る
上
で

貴
重
な
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
本
市
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
阪
急
「
池
田
」
駅
の
西
側
に

は
「
梅
室
」「
姫
室
」
と
呼
ば
れ
る
塚
が
、

ま
た
、
市
役
所
の
南
に
は
「
村
重
塔
」
と

呼
ば
れ
る
塚
が
あ
り
ま
し
た
。
梅
室
・
姫

室
は
明
治
42
年
（
１
８
９
９
）、
箕
面
有
馬

電
気
軌
道
㈱
（
現
・
阪
急
電
鉄
㈱
）
敷
設

に
先
立
っ
て
発
掘
さ
れ
、
梅
室
か
ら
は
三

面
の
和
鏡
が
出
土
し
ま
し
た
。
一
方
、
姫

室
か
ら
は
何
も
出
土
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、「
村
重
塔
」
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、

詳
細
は
不
明
で
す
。

　
平
た
ん
地
に
ポ
ッ
カ
リ
土
ま
ん
じ
ゅ
う

の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
こ
れ
ら
三
基
の

塚
は
、
中
世
の
人
々
が
供
養
や
祈
願
の
た

め
に
作
っ
た
経
塚
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
　
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
富
田
好
久

　
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
『
新
修
池
田
市
史
』
発
売
中
で
す
。

塚
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
頂
上
に
穴

を
掘
り
、
そ
の
中
に
鎌
倉
時
代
の
須
恵
質

の
鉢
を
か
ぶ
せ
た
須
恵
質
の
甕
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
甕
の
周
り
か
ら
一
緒
に

納
め
た
方
鏡
、
短
刀
、
白
磁
製
合
子
、
鉄

製
片
口
容
器
、宋
銭
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

甕
の
中
に
は
径
14
・
５
㌢
、
高
さ
約
30
㌢

を
測
る
銑
鉄
製
の
蓋
付
き
筒
状
容
器
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
筒
状
容
器
は
経
典
を
納

め
た
経
筒
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
中
に
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐
ら
く
、
経
典

は
朽
ち
果
て
て
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
仏
教
に
は
末
法
思
想
と
い
う
、
一
種
の

歴
史
観
が
あ
り
ま
す
。
釈
迦
の
死（
入
滅
）

後
、
正
法
・
像
法
・
末
法
と
い
う
時
代
を

経
て
、
仏
の
教
え
が
衰
亡
し
て
い
く
と
い

う
思
想
で
す
。

　
日
本
で
は
平
安
時
代
の
永
承
７
年
（
１

０
５
２
）
に
末
法
の
時
代
に
入
る
と
い
う

説
が
定
着
し
ま
し
た
。
折
し
も
、
武
士
の

台
頭
や
貴
族
政
治
の
腐
敗
と
い
っ
た
政

治
・
社
会
秩
序
の
荒
廃
、
自
然
災
害
が
相

次
い
で
起
こ
り
、
人
々
の
間
で
末
法
思
想

が
一
気
に
広
が
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た

社
会
不
安
の
中
、
釈
迦
入
滅
か
ら
56
億
７

千
万
年
後
、
人
々
を
救
う
弥
勒
菩
薩
が
現

れ
る
ま
で
、
経
典
を
保
管
し
て
伝
え
て
い

こ
う
と
い
う
目
的
か
ら
、
各
地
で
経
塚
が

盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
経

塚
は
本
来
の
目
的
か
ら
離
れ
、
供
養
や
祈

願
の
た
め
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鉢
塚
２
丁
目
の
五
社
神
社
境
内
に
は
巨
石

の
横
穴
式
石
室
で
、
大
阪
府
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
鉢
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
39

年
（
１
９
６
４
）
４
月
、
こ
の
石
室
に
雨
漏

り
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
古
墳
頂
上
を
掘

っ
て
石
室
天
井
部
を
セ
メ
ン
ト
で
ふ
さ
ぐ
作

業
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
、
経
塚
に

関
す
る
遺
物
が
相
次
い
で
現
れ
ま
し
た
。
こ

の
知
ら
せ
を
宮
司
か
ら
聞
い
た
私
は
、
急
い

で
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
経
塚
と
は
盛
土
を
し
て
そ
の
中
に
仏
教

経
典
を
納
め
た
も
の
で
、
平
安
時
代
の
中

ご
ろ
、
慈
覚
大
師
が
唐
か
ら
伝
え
た
こ
と

に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鉢
塚
古
墳
の
場
合
、
古
墳
を
そ
の
ま
ま

池
田
に
残
る
経
塚

末
法
思
想
と
経
塚

市史編纂だより
さん

55

鉢
塚
古
墳
上
か
ら
経
塚
発
見

【ギャラリーいけだ】
●片岡宏幹金工展
●河合絵一油彩展
●加藤信子個展
●汪洋洋画展

～11/9㈪
11/11㈬～16㈪
11/18㈬～23㈷
11/25㈬～30㈪

～11/9㈪
11/11㈬～16㈪

11/18㈬～23㈷
11/18㈬～23㈷
11/25㈬～30㈪
11/25㈬～30㈪

【ギャルリVEGA】
●「北摂春秋」江原和足展
●工房ハバナロマン教室の展示会
　－花と葉っぱのコラボレーション－
●北典子展（陶）
●近藤雄士「木の家具展」
●「手作りハウス」
●井手津久雄陶芸展

【開館時間】10：00～19：00（～11/９は
　18：00まで)、いずれも最終日は16：00まで
【休館日】火曜日（11/3は除く）
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

経
塚
発
見
の
状
況

経塚発見の状況

経塚に用いられた甕と経筒
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そ
の
ほ
か
は
輿
の
後
と
、
そ
の
行
列
に
お

け
る
引
馬
の
位
置
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
毛
氈
鞍
覆
の
使
用
は
公
方
と
「
大
名

随
分
の
衆
」
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
白
傘
袋
に
つ
い
て
も
故
実
書
は
公
家
門

跡
の
ほ
か
、「
武
家
に
は
大
名
そ
の
外
随

分
の
衆
な
ら
で
は
さ
さ
れ
候
は
ず
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
決
し
て
空
文
で

な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
の
貴
人
の
行
列
図

か
ら
確
認
さ
れ
ま
す
。
本
来
は
守
護
大
名

そ
の
ほ
か
の
有
力
者
に
限
ら
れ
た
特
権
だ

っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
戦
国
期
に
な
る
と
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
授

与
の
範
囲
外
に
お
か
れ
て
い
た
新
興
の
国

人
ら
に
も
、
着
用
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
有
名
な
上
杉
謙
信
も
そ
の
一

人
で
す
が
、
池
田
氏
は
そ
の
先
駆
的
な
存

在
で
し
た
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
池

田
氏
の
毛
氈
鞍
覆
に
ま
つ
わ
る
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
（
次
回
へ
続
く
）。

   

市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
丹
生
谷
哲
一

　
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

武
家
故
実
が
確
立
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
問
題
に
広
く
関
心
が
寄
せ
ら
れ

た
の
も
戦
国
時
代
の
一
つ
の
特
徴
で
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
将
軍
が
大
名
や
有
力
国
人

に
授
与
し
た
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
う
べ
き
も
の
に
、
毛

も
う
せ
ん
く
ら
お
お
い

氈
鞍
覆
・
白
傘

袋
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
京
都
の
風
俗
を

今
に
伝
え
る
上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屏

風
」
に
も
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
左
隻
第
三
・
四
扇
の
輿こ

し

に
乗
る
貴
人
の

行
列
図
で
す
。

　
毛
氈
鞍
覆
と
は
引
馬
の
鞍
を
覆
う
毛
氈

の
覆
い
の
こ
と
で
、
公
方
（
将
軍
）
邸
の

門
前
の
方
へ
向
か
う
行
列
の
先
頭
の
馬
に

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
白
傘
袋
と

は
長
柄
の
妻
折
傘
を
入
れ
る
白
い
袋
の
こ

と
で
、
輿
の
す
ぐ
後
ろ
の
人
物
が
担
い
で

い
ま
す
。

　
外
出
時
に
威
儀
を
示
す
赤
い
毛
氈
鞍
覆

の
引
馬
が
許
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
中
世

の
故
実
書
な
ど
に
は
「
引
馬
の
事
」
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
三
職
・
御
相
伴
衆
・
吉
良
殿
・
石
橋
殿
・

土
岐
殿
・
六
角
殿
、
い
づ
れ
も
輿
の
先
へ

引
か
れ
候
。
そ
の
外
の
衆
ハ
輿
の
跡
に
引

か
れ
候
。
又
、
赤
き
毛
氈
の
鞍
覆
ハ
、
公

方
様
の
御
物
の
外
ハ
、
大
名
随
分
の
衆
ば

か
り
、
い
に
し
へ
ハ
懸
け
ら
れ
候
つ
る
」

　
す
な
わ
ち
、
三
職
（
三
管
領
）・
御
相

伴
衆
（
大
名
の
う
ち
か
ら
特
に
器
量
を
選

ば
れ
公
方
様
お
成
り
の
と
き
に
お
相
伴
し

た
者
）、
吉
良
・
石
橋
（
足
利
一
族
）、
土

岐
・
六
角
（
国
持
衆
）
の
場
合
は
輿
の
前
、

　　
戦
国
時
代
に
つ
い
て
、「
麻
の
ご
と
く

乱
れ
た
」
と
か
、「
下
剋
上
時
代
」
と
い

っ
た
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

戦
国
期
社
会
の
一
面
を
よ
く
と
ら
え
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
人
間
の
社
会
が
単
純
に
割
り
切
れ
る

よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
い
つ
の
時

代
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
武
家
社
会
の
身
分

秩
序
は
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満

の
こ
ろ
か
ら
整
備
さ
れ
、
身
分
・
格
式
や

毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
の
資
格

市史編纂だより
さん

57

「
毛
氈
鞍
覆
と
池
田
氏
」
①

【ギャラリーいけだ】
●造形作家・西村滋展
　－造形作家が描いた200人－「ひと・人・ヒト」
●木村雅年「ポーランド紀行」
●櫻井聡「イタリアを描く」展
●染・二人展（森光男・山本正二）

1/6㈬～11㈷
1/13㈬～18㈪
1/20㈬～25㈪
1/27㈬～2/1㈪

1/6㈬～11㈷
1/13㈬～18㈪
1/20㈬～25㈪
1/27㈬～2/1㈪

【ギャルリVEGA】
●勝山正則木版画展
●新春互次元展
●新春ほっと展
●第11回京都きもの絵師とその仲間達展

【開館時間】10：00～19：00（1/13～18のギャラ
　リーいけだは18：00まで、1/６～18のギャルリ
　VEGAは11：00～18：00）、最終日は16：00まで
【休館日】～１/５㈫、火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」

の
貴
人
の
行
列

上杉本「洛中洛外図屏風」（部分）、 米沢市上杉博物館所蔵

☆
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

　『
新
修
池
田
市
史
』
第
1
巻
３
５
０

０
円
、
第
2
巻
４
２
０
０
円
、
第
3

巻
５
４
０
０
円
、
第
5
巻
４
５
０
０

円
。
第
４
巻
（
現
代
編
）
は
編
纂
中
。
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元
父
子
方
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
澄
元

が
家
臣
に
裏
切
ら
れ
高
国
が
家
督
に
擁
立

さ
れ
た
永
正
５
年
（
１
５
０
８
）
に
は
、

池
田
貞
正
は
高
国
方
に
籠
城
戦
を
挑
み
ま

す
。「
国
中
に
同
心
す
る
も
の
な
き
」
状

況
の
な
か
、
孤
軍
奮
闘
の
末
、
同
名
衆
20

余
、
雑
兵
70
余
と
と
も
に
壮
絶
な
死
を
遂

げ
ま
す
。
こ
れ
を
軍
記
『
細
川
両
家
記
』

は
、「
か
よ
う
に
ふ
る
ま
ひ
け
る
事
よ
、

大
剛
の
者
哉
と
か
ん
ぜ
ぬ
人
こ
そ
な
か
り

け
れ
」
と
、
貞
正
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　
池
田
久
宗
も
長
年
、
晴
元
方
と
し
て
活

躍
し
た
こ
と
が
同
記
に
み
え
、「
市
史
編

纂
だ
よ
り
48
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
武
人
と
し
て
の
活
躍
に
よ

っ
て
、
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
と
い
う
栄
典

に
浴
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
理

由
は
そ
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
の
要

因
も
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
（
次
回
へ
）。

市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
丹
生
谷
哲
一

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

義
晴
の
内
談
衆
・
大
館
常
興
の
日
記
の
同

年
12
月
26
日
条
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
京
兆
被
官
池
田
筑
後
守
事
、
せ
ん
く

　
　
ら
お
ふ
ひ
（
氈
鞍
覆
）・
白
キ
か
さ

　
　
ふ
く
ろ
（
傘
袋
）
御
免
之
事
望
申
候
。

　
　
仍
各
御
談
合
之
処
、
如
此
引
懸
在
之

　
　
上
者
、
御
免
可
然
候
由
、
内
談
衆
各

　
　
へ
被
申
之

　「
池
田
筑
後
守（
久
宗
）」が
毛
氈
鞍
覆
・

白
傘
袋
御
免
の
格
式
を
望
み
申
し
出
て
、

内
談
衆
ら
の
支
持
を
得
て
、
将
軍
義
晴
に

上
申
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
「
摂
津
国

衆
」
で
は
初
の
栄
誉
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
三
宅
国
村
（
天
文
10
年
）、
芥

川
孫
十
郎
（
天
文
11
年
）
に
も
同
様
の
特

権
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
日
記
中
の
「
京
兆
」（
右
京
大
夫
）
と

い
う
の
は
、
摂
津
国
守
護
細
川
氏
の
家
督

を
指
し
、
こ
こ
で
は
幕
府
管
領
の
職
に
も

あ
っ
た
細
川
晴
元
の
こ
と
で
す
。
池
田
氏

は
有
力
な
細
川
被
官
（
家
来
）
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
応
仁
の
乱
（
１
４
６
７
）
で
は
細
川
勝

元
が
大
将
を
務
め
る
東
軍
方
と
し
て
、
池

田
充
政
が
騎
馬
12
騎
、
野
武
士
千
人
を
率

い
参
戦
し
（『
後
法
興
院
記
』）、
西
軍
の

援
軍
と
し
て
山
口
よ
り
出
兵
し
た
有
力
守

護
大
内
政
弘
か
ら
池
田
城
攻
め
を
受
け
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
（『
経
覚
私
要
鈔
』）。

　
細
川
家
分
裂
に
お
い
て
も
、
澄
元
・
晴

 

新
興
の
戦
国
大
名
や
国
人
へ
毛
氈
鞍

覆
・
白
傘
袋
の
特
権
が
付
与
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
室
町
幕
府
12
代
将
軍
足

利
義
晴
か
ら
次
の
義
輝
に
か
け
て
の
時
期

（
１
５
２
１
〜
６
５
）
で
、
十
数
例
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
（
左
表
）。

　
池
田
氏
が
こ
の
特
権
を
得
た
の
は
天
文

８
年
（
１
５
３
９
）
の
こ
と
で
す
。
将
軍

武
人
と
し
て
の
池
田
氏

市史編纂だより
さん

58

「
毛
も
う
せ
ん
く
ら
お
お
い

氈
鞍
覆
と
池
田
氏
」
②

【ギャラリーいけだ】
●庶民芸術の華「てぬぐい百年展干支」
●前山鈴恵墨彩展
●藤沢裕子木彫刻展
●石澤薫美・西川喜雄二人展

2/3㈬～8㈪
2/10㈬～15㈪
2/17㈬～22㈪
2/24㈬～3/1㈪

2/3㈬～15㈪

2/17㈬～22㈪
2/24㈬～3/1㈪
2/24㈬～3/1㈪

【ギャルリVEGA】
●庶民芸術の華「てぬぐい百年展」
●梅花女子大学短期大学部卒業制作展
　「生活の美・アート展」
●久永裕子リトグラフ展
●心をいやすわらもじ展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

池
田
氏
に
毛
氈
鞍
覆
・

　
　
　
　
　
　
白
傘
袋
御
免

二木謙一『中世武家儀礼の研究』（1985）から作成

大永２（1522）
 〃 ３
享禄１（1528）
天文８（1539）
 〃 10
 〃 11
 〃 18 ？
 〃 18 ？
 〃 18 ？
 〃 18 ？
 〃 19
弘治２（1555）
永禄初め（1558 ～）？

三雲源内左衛門（六角氏被官）
浦上村宗（播磨守護代）
長尾為景（越後守護代）
池田久宗（摂津国人）
三宅国村（摂津国人）
芥川孫十郎（摂津国人）
陶隆房（周防守護代）
杉重矩（豊前守護代）
内藤興盛（長門守護代）
飯田興秀（大内氏被官）
長尾景虎（上杉謙信）
桑折貞長（伊達氏被官）
松浦隆信（肥前国人）

足
利
義
晴
期

足
利
義
輝
期

年　代 免許者

足利義晴・義輝期の毛氈鞍覆・白傘袋御免

池田貞正が自害したと伝えられる大広寺
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は
侍
所
所
司
代
多
賀
高
忠
や
播
磨
守
護
代

浦
上
則
宗
ら
を
伴
っ
て
、
摂
津
国
有
馬
に

湯
治
に
出
掛
け
ま
す
。
同
月
末
に
有
馬
に

到
着
し
て
以
後
20
日
余
り
の
滞
在
中
、
多

く
の
文
人
や
武
人
が
訪
れ
、
浦
上
の
宿
所

で
は
百
韻
連
歌
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
池
田
充
政
は
真
蘂
が
有
馬
に
着
い
た
二

月
末
に
、
早
速
そ
の
宿
所
を
訪
ね
て
好
を

通
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
真
蘂
の
日
記

に
は
「
当
国
池
田
筑
後
守
、
そ
の
子
民
部

丞
と
曰
う
。
尤
も
富
貴
無
双
な
り
」
と
か
、

池
田
氏
が
宿
坊
か
ら
入
浴
へ
向
か
う
際
に

は
、
人
々
が
「
富
貴
栄
華
の
家
」
池
田
氏

の
周
囲
に
群
集
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
興
味
深
い
の
は
、「
池
田
一

月
の
子
母
銭
、
こ
れ
千
貫
文
。
し
か
れ
ば

す
な
わ
ち
一
年
一
万
二
千
貫
文
な
り
。
一

年
中
の
米
子
一
万
石
を
収
む
と
云
う
」
の

記
述
で
し
ょ
う
。
金
融
も
営
む
池
田
氏
は

利
子
（
米
子
）
収
入
だ
け
で
年
に
米
一
万

石
を
得
た
と
い
う
の
で
す
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
毛

氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
御
免
と
い
う
の
は
ス
テ

ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
の
問
題
で
、
池
田
氏

が
た
だ
富
貴
の
人
と
い
う
の
で
は
な
く
、

文
人
・
武
人
と
し
て
も
、
い
か
に
優
れ
て

い
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
（
次
回
へ
）。

市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
丹
生
谷
哲
一

　
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
『
新
修
池
田
市
史
』
は
好
評
発
売
中
。

れ
ま
す
。
織
田
信
長
は
正
二
位
・
右
大
臣

に
昇
進
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
室
町
幕
府
の

将
軍
に
匹
敵
し
ま
す
。
官
位
叙
任
の
形
式

的
な
手
続
き
は
朝
廷
が
担
い
続
け
た
た
め
、

任
官
す
る
大
名
・
国
人
と
朝
廷
と
の
間
で

は
任
料
・
礼
銭
と
い
う
金
銭
授
受
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
名
・
国
人
側
で
は
自
己
権

力
の
権
威
付
け
の
手
段
と
し
て
、
朝
廷
側

で
は
貴
重
な
収
入
源
と
し
て
、
右
の
よ
う

な
任
官
事
例
が
頻
発
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

官
位
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
お
お
よ
そ
の
相
場

が
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
御
免
で
も
、
大
名
・

国
人
と
室
町
幕
府
と
の
間
で
同
様
の
関
係

が
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
摂
津
国
で
池
田

氏
に
次
い
で
こ
の
特
権
を
得
た
三
宅
氏
の

場
合
は
、12
代
将
軍
足
利
義
晴
へ
「
御
馬
・

太
刀
・
三
千
疋
」、
長
尾
景
虎
も
13
代
将

軍
義
輝
に
「
御
太
刀
一
腰
・
青
銅
三
千

疋
」
を
献
上
し
た
と
あ
り
ま
す
。
三
千
疋

と
は
、
現
在
の
金
額
に
換
算
す
る
と
、
約

三
百
万
円
で
す
。
池
田
氏
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

あ
た
り
が
相
場
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
の

特
権
の
獲
得
に
は
、
経
済
力
も
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
池
田
氏
は
相
当
な
経
済
力
で
知
ら
れ
た

国
人
で
し
た
。
そ
の
富
貴
ぶ
り
が
も
っ
と

も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
相

国
寺
の
僧
・
季
瓊
真
蘂
の
日
記
『
蔭
凉
軒

日
録
』
で
す
。

　
文
正
元
年
（
１
４
６
６
）
２
月
、
真
蘂

　
池
田
氏
が
摂
津
国
人
で
い
ち
早
く
毛
氈

鞍
覆
・
白
傘
袋
御
免
の
特
権
を
得
た
理
由

に
つ
い
て
、
前
回
は
武
人
と
し
て
の
活
躍

を
指
摘
し
ま
し
た
。
今
回
は
さ
ら
に
別
の

角
度
か
ら
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
代
に
入
る
ま
で
、
日
本
で
最
も
基
本

的
な
身
分
秩
序
と
し
て
機
能
し
た
の
は
古

代
の
律
令
官
位
で
し
た
。
戦
国
時
代
に
な

る
と
毛
氈
鞍
覆
な
ど
の
格
式
と
同
様
、
従

来
の
秩
序
で
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
官
位

で
も
大
名
・
国
人
が
任
官
す
る
例
が
み
ら

「
富
貴
栄
華
の
家
」
池
田
氏

市史編纂だより
さん

59

「
毛
も
う
せ
ん
く
ら
お
お
い

氈
鞍
覆
と
池
田
氏
」
③

毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
御
免
の

相
場

【ギャラリーいけだ】
●「ISLAND LIFE」（絹絵・島の生活）
　ジュディス・リッター
●第51回池田市美術展
●日下部弘幸・和子二人展（パステル画・木彫）
●上田雅司銅版画展

　
～4/5㈪

4/11㈰～17㈯
4/21㈬～26㈪
4/28㈬～5/3㈷

～4/5㈪
4/11㈰～17㈯
4/21㈬～26㈪

4/28㈬～5/3㈷
4/28㈬～5/3㈷

【ギャルリVEGA】
●キルティングikkoのパッチワーク展
●第51回池田市美術展
●第３回伊澤友梨墨彩画教室作品展
●「生活の陶器と絵画親子展
　中村和雅・中村寛」
●手描き染色しらゆり会展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
  16：00まで、池田市美術展は10：00～ 
  18：00で最終日は15：00まで）
【休館日】火曜日（13日は除く）
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

池田充政（大広寺所蔵）
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い
わ
ば
公
方
様
の
権
威
の
標
識
と
し
て
配

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
武
衛
邸
の
門
前
で
闘
鶏
を

見
物
し
て
い
る
右
図
に
つ
い
て
、
中
央
の

少
年
は
天
文
15
年(

１
５
４
６)

に
11
歳
で

将
軍
職
を
継
い
だ
足
利
義
輝
、
そ
の
右
手

３
人
目
の
裃
を
着
た
人
物
は
父
で
あ
る
大

御
所
の
義
晴
で
、
闘
鶏
は
幼
主
将
軍
位
の

安
泰
を
予
祝
す
る
場
を
描
い
た
も
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
義
輝
を
擁
立
し
た
の
は
細
川
晴
元
で
す
。

右
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
の
場
に
毛
氈

鞍
覆
の
馬
を
描
い
た
狩
野
派
の
絵
師
の
念

頭
に
は
、
細
川
被
官
に
し
て
、
摂
津
国
衆

の
盟
主
的
存
在
で
あ
っ
た
池
田
氏
へ
の
想

い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　（
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
丹
生
谷
哲
一
）

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史
編

纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
『
新
修
池
田
市
史
』
は
好
評
発
売
中
。

　
こ
れ
は
永
正
６
年(

１
５
０
９)

に
池
田

正
盛
に
よ
っ
て
興
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

永
正
６
年
と
い
え
ば
、
前
々
回
紹
介
し
た

細
川
高
国
方
の
攻
撃
に
よ
っ
て
池
田
城
が

陥
落
、
池
田
氏
の
家
督
が
細
川
澄
元
方
の

貞
正
か
ら
高
国
方
の
正
盛
に
移
っ
た
翌
年

に
当
た
り
ま
す
。
千
句
と
い
う
の
は
百
韻

連
歌
十
巻
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
の
百
韻
の

発
句
作
者
の
う
ち
７
人
は
肖
柏
ら
専
門
の

連
歌
師
で
す
が
、
残
り
の
３
人
は
す
べ
て

池
田
氏
（
正
盛
・
正
棟
・
道
泉
）
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
武
勇
・
経
済
だ
け
で
な
く
、

文
化
に
も
秀
で
、
摂
津
国
衆
の
筆
頭
的
立

場
に
あ
っ
た
池
田
氏
だ
か
ら
こ
そ
、
毛
氈

鞍
覆
・
白
傘
袋
の
栄
典
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
狩
野
永
徳

筆
の
伝
承
を
持
つ
上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図

屏
風
」
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
屏
風
に
は
赤
い
毛
氈
鞍
覆
を
懸
け
た
馬

が
６
頭
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
公
方
様
」
の

周
辺
に
３
頭
、「
武
衛
」
邸
に
２
頭
、「
細

川
殿
」
と
「
典
厩
」（
管
領
細
川
氏
庶
流
家
）

邸
の
境
に
１
頭
で
す
。「
武
衛
」
邸
と
は
、

も
と
も
と
は
管
領
斯
波
氏
の
屋
敷
を
意
味

し
ま
し
た
が
、
斯
波
氏
は
早
く
に
没
落
し

て
、
こ
の
こ
ろ
は
〝
も
う
一
つ
の
将
軍
御

所
〞
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
毛
氈
鞍
覆
の
馬
６
頭
が
、
決
し
て

思
い
つ
き
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
な
く
、

　
文
人
と
し
て
の
池
田
氏
に
つ
い
て
は
、

宗
祇
や
牡
丹
花
肖
柏
、
招
月
庵
正
広
と
い

っ
た
中
世
を
代
表
す
る
連
歌
師
や
歌
人
ら

と
の
交
流
な
ど
が
、『
新
修
池
田
市
史
（
第

一
巻
）』
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
肖
柏
や

正
広
な
ど
は
実
際
に
池
田
に
居
住
し
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
は
細
川
被
官
摂

津
国
衆
の
な
か
で
池
田
氏
が
占
め
て
い
た

位
置
を
考
え
る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
、
二
つ
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

　『
新
撰
菟
玖
波
集
』
は
明
応
４
年(

１
４

９
５)

に
宗
祇
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
勅
撰

に
準
ぜ
ら
れ
た
連
歌
集
で
す
。
こ
れ
に
入

選
し
て
い
る
摂
津
の
国
人
は
12
人
で
、
す

べ
て
細
川
被
官
で
す
。
そ
の
う
ち
７
人
ま

で
が
池
田
同
名
衆
、
残
り
の
５
人
は
伊
丹

氏
・
芥
川
氏
・
瓦
林
氏
・
能
勢
氏
・
塩
川

氏
各
一
人
で
す
。
摂
津
国
衆
の
文
人
の
中

で
池
田
氏
が
い
か
に
傑
出
し
て
い
た
か
を

示
し
て
い
ま
す
。

上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」

の
毛
氈
鞍
覆

①
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
入
選

市史編纂だより
さん
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「
毛

も
う
せ
ん
く
ら
お
お
い

氈
鞍
覆
と
池
田
氏
」
④

▲上杉本「洛中洛外図屏風」（部分）
米沢市上杉博物館所蔵

②
『
池
田
千
句
』
興
行

【ギャラリーいけだ】
●上田雅司銅版画展
●「墨の絵」宮本信代
●早瀬健二遺作展
●橋本多嘉子洋画展
●船越修日本画展

～5/3㈷
5/5㈷～10㈪
5/12㈬～17㈪
5/19㈬～24㈪
5/26㈬～31㈪

～5/3㈷
～5/3㈷

5/5㈷～10㈪
5/12㈬～17㈪
5/19㈬～24㈪
5/26㈬～31㈪

【ギャルリVEGA】
●生活の陶器と絵画親子展（中村寛・中村和雅）
●手描き染色しらゆり会作品展
●徳治昭童画展～ほっこりワールド～
●第５回若宮一成展‘棚田・あづみ野風景’
●陶工房悠作品展
●初夏の花と楽焼（濵野武司・浜野八千代）

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

文
人
と
し
て
の
池
田
氏




